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第 23 回 日本外来小児科学会 予防接種委員会 議事録 

2018 年 6 月 3 日（日）12：30～15:30 

於：ホテル新大阪 白梅の間 

 

出席者（敬称略）： 中村 豊、藤岡 雅司、神谷 元、崎山 弘、田原 卓浩、永井 崇雄  

宮崎 千明、牟田 広実、横田 俊一郎、吉川 哲史、岡藤 隆夫（11 名） 

欠席者（敬称略）： 太田 文夫、落合 仁、武内 一、宮田 章子、渡辺 博（5 名） 

 

開会 委員長挨拶        

報告事項 

1. 第 28 回日本外来小児科学会 年次集会報告 WS 進捗状況 

（1） WS25－16 定期予防接種の適正な委託料金を考える （藤岡） 

（2） WS26－4 ワクチンに関する誤解 ～私たちにできることを考えよう～（藤岡） 

（3） WS26－4 医療安全からみた予防接種間違い防止策 （崎山） 

（4） WS26－11 小児科外来における渡航ワクチンの基礎と実践（岡藤） 

      

2. 日本小児科学会予防接種・感染対策委員会報告（宮崎） 

・ MR ワクチン接種推奨者：沖縄での麻疹発生をうけてワクチン不足も懸念されるため 

定期接種を最優先とし、任意接種で特に推奨される対象者を明記。 

・ 予防接種推奨改訂予定（就学前の DPT と IPV、2 期の DT→DPT：いずれも任意で） 

・ 日本小児科学会の予防接種教育ツールの紹介と経緯 

・ ピンクブック日本版の作成予定。 

・ シナジスの投与指針一部改定。 

・ タミフル 10 歳代使用解禁。 

 

3. 厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会（宮崎） 

・ ワクチン評価に関する小委員会の検討事項 

 

4. 5 価ロタウイルスワクチン（ロタテック）接種直後に吐き戻した児の便中への,ワクチン

RNA 排泄状況調査（牟田） 

・ 参加登録 12 施設 

 

5. 小学生・中学生に予防接種を知ってもらおう‐その後‐（落合） 

・ 今後の検討課題：作成した資料の活用法について 
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協議事項   

1. ワクチン接種と重篤副反応の発生に関する疫学研究（神谷） 

・ 目的：日本版 Vaccine Safety Datalink (VSD)の構築 

・ 英国 General Practitional Research Database (GPRD)のシステム が導入可能か？ 

・ 「開発優先度の高いワクチンの有効性・疾病負荷及び安全性・副反応の評価に資する医

療ビッグデータ等を用いたデータベース構築に関する探索的研究（平成 30 年度厚労省

科学研究 中島班）」：外来小児科学会一斉メールでの呼びかけを了承。 

 

2. 里帰り分娩などで、居住地で予防接種を受けられない子どもたちへの行政支援（田原）  

・ 当学会と日本小児科医会の連名で厚労省への要望書を作成する。 

 

3. 「不活化ポリオ」への転換後の抗体価の推移と追加接種の推奨（田原） 

・ 衛生状態の良い本邦において追加接種の必要性を議論する必要あり。 

 

4. 「おたふくかぜワクチンの定期接種化に関する要望」について 

・ 日本小児科学会や日本感染症学会など 17 団体でつくる予防接種推進専門協議会が 5

月 14 日、おたふくかぜワクチンの定期接種化に関する要望書を厚生労働省に提出し

たため、当学会からの要望は見送りとする。 

 

5. 麻疹発生と麻疹ワクチンの不足の現状について  

・ 沖縄：6 月 11 日に終息宣言予定、 福岡：11 例発生 

・ 行政への要望案：成人接種への補助、2 期の接種時期（4 月中に）など。 

 

6. 子宮頸がんワクチンへの対応について  

・ 接種勧奨方法： 

 各施設で予診票を対象者に配布 

 接種した保護者の写真を載せた啓発ポスターを小児科医会と共同で作製 など 

・ 当学会員への啓もう：学会誌でのニュース掲載 

 

7. 第 22 回日本ワクチン学会学術集会（神戸） 

・ 当委員会からの演題登録なし。 

 

8. 今後の研究課題 

・ 帯状疱疹の経時的発生頻度調査 

・ ムンプスの経時的発生数調査 
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次回開催：１１月～１月を目途にメーリングリストで調整する 


